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電気 空調 衛生 その他 工事区分表

○ ○ ○ －

　　　本工事と別途工事の区分や、本工事の中でも、建築・電気・衛生・空調・昇降機等との区分も明確で
　　ないと、工事や見積りで不具合が生じます。

　■工事区分表
　　・各図面に記載されており、意匠図、設備図など食い違いの確認が必要です。
　　・意匠図の流し台、昇降機図面にも工事区分や別途工事の表現があり、注意が必要です。
　　・別途工事会社とは、建築主を交え調整が必要です。
　　　材料のみの支給や、試運転調整に関わる部分も確認が必要です。
　　　
　■製作図
　　・建築工事の製作図にも設備との工事区分が明記されています。
　　・設計図書との食い違いや、設備依頼の仕様などもチェックしましょう。

　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　・メーカー、業者作成依頼図面では、書き手の標準工事範囲以外は別途工事と記載されることがあります。
　　　しかし、メーカーとしては別途工事でも請負工事には含まれる事があるので、別途工事先がどこの工事
　　　か、必ず確認しましょう。
　　・取合い点の条件についても、整合が必要です。（位置、高さ、サイズ、材質、接続方法等）
　　・保証範囲にもなりますので、安易な判断は禁物です。
　　・契約見積書を確認しましょう。

　　□工事区分表はありますか。
　　□建築工事、機械設備、電気設備と調整は取りましたか。
　　□過不足する内容はありませんか。
　　□見積り落ちはありませんか。

　　・工事やシステムが成立しません。
　　・最初に調整して、追加増減しないと、工事後半では財源の確保が難しくなります。
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